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台
湾
で
の
説
明
会

インドの高校生との交流

台湾の中学生と住吉大社で交流

　
千
葉
県
商
工
労
働
部
観
光

誘
致
促
進
課
で
は
、
訪
日
教

育
旅
行
の
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
若
い
世
代
の
国
際

理
解
推
進
に
よ
る
教
育
的
効

果
や
、
県
内
各
地
へ
の
直
接

的
な
経
済
波
及
効
果
と
地
域

活
性
化
、
海
外
に
お
け
る
県

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
な
ど

を
目
的
と
し
た
も
の
だ
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
海
外

で
の
教
育
旅
行
誘
致
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
（
現
地
で
の
説
明

会
、商
談
会
へ
の
参
加
）や
、

海
外
の
教
育
関
係
者
、
取
り

扱
い
旅
行
会
社
な
ど
を
招
請

し
た
県
内
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ

プ
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
事
業
と
の
連

携
に
よ
る
国
内
の
説
明
会
で

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

実
施
。
訪
日
教
育
旅
行
関
連

の
資
料
整
備
や
受
け
入
れ
学

校
・
地
域
の
拡
大
の
た
め
の

理
解
促
進
啓
発
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
学
校
間
交
流
の
促
進
に
関

し
て
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
地
域
生
活
文
化
体
験
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
施
す
る

ほ
か
、
海
外
の
教
育
関
係
組

織
、
訪
日
教
育
旅
行
取
り
扱

い
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
も
携
わ

る
。
成
田
空
港
で
の
出
迎
え

や
交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

の
現
場
対
応
な
ど
各
種
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る
。

　
訪
日
教
育
旅
行
の
受
け
入

れ
実
績
は
、
２
０
１
４
年
度

が

校（
台
湾

校
、マ
レ
ー

シ
ア
４
校
、
中
国
１
校
）、

年
度
が

校（
台
湾

校
、マ

レ
ー
シ
ア
５
校
、タ
イ
１
校
、

中
国
１
校
）
、

年
度
が


校
（
台
湾

校
、
マ
レ
ー
シ

ア
６
校
、
中
国
１
校
、
香
港

１
校
）
、

年
度
が

校

（
台
湾

校
、
マ
レ
ー
シ
ア

・
中
国
各
４
校
、韓
国
２
校
、

米
・
豪
・
タ
イ
・
香
港
各
１

校
）
と
年
々
増
え
て
い
る
。

　
観
光
誘
致
促
進
課
は
「
将

来
の
社
会
を
担
う
若
者
に
と

っ
て
国
際
交
流
の
機
会
は
貴

重
な
体
験
だ
。
地
域
活
性
化

の
一
つ
の
手
法
と
し
て
も
意

義
が
あ
る
」
（
副
参
事
・
小

林
拓
郎
氏
）
と
し
て
、
今
後

も
台
湾
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
軸

に
多
く
の
国
か
ら
の
受
け
入

れ
を
推
進
し
て
い
く
考
え

だ
。

　
国
際
社
会
に
通
用
す
る
人

材
の
育
成
に
努
め
て
き
た
東

京
都
立
杉
並
高
等
学
校
（
東

京
都
杉
並
区
）
は
、
そ
の
教

育
方
針
を
さ
ら
に
強
め
、
昨

年
度
か
ら
目
指
す
学
校
像
の

第
一
に
「
豊
か
な
国
際
感
覚

を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
」
を
掲
げ
た
。
東
京

都
教
育
委
員
会
か
ら
「
国
際

交
流
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
校
」
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

を
目
的
と
し
て
、
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
や
海
外
で

の
語
学
研
修
・
修
学
旅
行
、

英
語
検
定
の
全
員
受
験
な
ど

を
行
う
が
、
訪
日
教
育
旅
行

の
受
け
入
れ
に
よ
る
国
際
交

流
に
も
積
極
的
だ
。
２
０
１

５
年
４
月
に
台
湾
の
台
中
市

立
台
中
家
事
商
業
高
級
中
学

校
の
生
徒

人
を
迎
え
た
の

が
最
初
。
以
後
、

年
４
月

に
同
校
の
生
徒

人
、
９
月

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ハ

ッ
ト
バ
レ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
生
徒

人
、

年
７
月
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
中
西
部
の

高
校
生

人
、

月
に
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ダ
ー
ガ
ビ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒


人
と
カ
ナ
ダ
の
高
校
生
２
人

を
受
け
入
れ
た
。

　
金
澤
利
明
校
長
は
「
こ
れ

か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会

で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人

が
否
応
な
く
日
本
に
来
る

し
、
仕
事
で
海
外
に
も
行
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
高
校

段
階
で
視
野
を
広
げ
て
い
ろ

い
ろ
な
人
た
ち
と
の
出
会
い

を
経
験
す
る
こ
と
が
必
要

だ
」
と
語
る
。

　
受
け
入
れ
で
は
杉
並
高
校

の
生
徒
は
、
授
業
、
部
活
動

や
書
道
、
茶
道
な
ど
日
本
文

化
を
体
験
す
る
留
学
生
と
英

語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
。
交
流
会
も

開
か
れ
る
ほ
か
、
留
学
生
が

生
徒
の
家
に
泊
ま
る
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
留
学
生
と
の
交
流
を
通
じ

て
生
き
た
英
語
を
生
徒
に
学

ば
せ
る
の
が
狙
い
で
は
あ
る

が
、
「
正
確
な
英
語
を
話
す

こ
と
よ
り
も
、
外
国
人
に
物

お
じ
せ
ず
、
積
極
的
に
話
そ

う
、
あ
る
い
は
、
話
せ
な
い

け
れ
ど
も
何
と
か
し
よ
う
と

い
う
生
徒
の
気
持
ち
を
作
り

た
い
」
と
羽
生
英
雄
副
校
長

は
真
意
を
明
か
す
。

　
今
年
は
４
月

日
か
ら


日
ま
で
ハ
ッ
ト
バ
レ
ー
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
の
生
徒

人
を
受

け
入
れ
る
予
定
だ
。

　
立
命
館
守
山
高
等
学
校

（
滋
賀
県
守
山
市
、
寺
田
佳

司
校
長
）
は
、
２
０
０
６
年

に
立
命
館
学
園
の
附
属
学
校

と
し
て
開
校
。
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と

し
て
探
求
型
の
学
習
を
進
め

て
き
た
。
近
年
は
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
に
も
注
力
。
併
設
の

中
学
校
と
共
に
、
科
学
的
思

考
を
持
ち
次
世
代
を
国
際
的

に
牽
引

け
ん
い
ん

す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
」
の

育
成
を
目
標
に
掲
げ
る
。

　
同
校
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と

し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
な
ど
の
国
際

課
題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
日

本
と
台
湾
で
開
催
さ
れ
る
英

語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大

会
に
台
湾
の
姉
妹
校
と
合
同

チ
ー
ム
で
出
場
し
た
り
す
る

な
ど
、
世
界
で
多
様
な
人
々

と
協
働
で
き
る
力
を
つ
け
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
日

本
を
訪
れ
る
学
校
と
の
交
流

に
も
積
極
的
で
、
毎
年
５
～


校
程
度
を
受
け
入
れ
る
。

２
０
１
８
年
度
は
姉
妹
校
の

ほ
か
、
「
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー

ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
か
ら
の
依

頼
な
ど
に
よ
り
、
マ
レ
ー
シ

ア
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
学
校
と

交
流
活
動
を
行
っ
た
。

　
来
校
し
た
海
外
の
学
生
と

は
主
に
英
語
な
ど
の
授
業
や

部
活
動
の
時
間
に
交
流
す

る
。
さ
ら
に
各
ク
ラ
ス
に
１

人
い
る
国
際
交
流
委
員
を
中

心
に
、
歓
迎
式
を
行
っ
た
り

一
緒
に
福
笑
い
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
生

徒
が
主
体
と
な
っ
て
相
互
交

流
の
深
化
を
図
っ
て
い
る
。

交
流
活
動
に
よ
り
生
徒
た
ち

は
、
日
本
に
い
な
が
ら
に
し

て
、
世
界
の
国
々
へ
の
興
味

関
心
や
英
語
習
得
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
。
そ

し
て
交
流
活
動
で
培
わ
れ
た

異
文
化
へ
の
眼
差
し
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
、
２

年
生
の
終
わ
り
に
世
界
８
都

市
に
分
か
れ
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
を
行
う
体
験
型

研
修
で
の
積
極
的
な
研
修
姿

勢
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
今
後
は
海
外
の
高
校
生

と
共
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
モ
ノ
を
作
っ
た
り
す
る
機

会
を
増
や
し
た
い
」
と
寺
田

校
長
。

年
度
か
ら
は
新
た

に
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
を
新

設
し
て
、
国
や
言
語
の
垣
根

を
越
え
て
世
界
の
人
と
力
を

生
か
し
合
え
る
人
材
の
育
成

を
進
め
る
考
え
だ
。

　
日
本
修
学
旅
行
協
会
（
竹

内
秀
一
理
事
長
）
は
、
中
学

校
、
高
等
学
校
の
国
内
修
学

旅
行
と
海
外
、
訪
日
の
教
育

旅
行
の
実
態
を
ま
と
め
た
教

育
旅
行
年
報
「
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
２
０
１
８
」
を
昨
年

月

１
日
に
発
行
し
た
。
そ
の


年
度
調
査
デ
ー
タ
「
国
内
修

学
旅
行
の
実
態
と
ま
と
め
　

高
等
学
校
」
か
ら
「
重
点
を

置
い
た
活
動
」
を
抜
粋
し
て

紹
介
す
る
。

　
修
学
旅
行
で
重
点
を
置
い

た
学
習
や
体
験
を
分
類
し
た

分
類
別
件
数
・
比
率
を
見
る

と
、
「
歴
史
学
習
」
が
７
３

４
件
（

・
８
％
）
で
最
も

多
く
、次
い
で「
平
和
学
習
」

が
４
２
９
件（

・
０
％
）、

「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
が
３
６

１
件
（

・
１
％
）
で
、
こ

の
３
分
野
で
全
体
の

・
９

％
と
な
っ
て
い
る
。

　
重
点
を
置
い
た
学
習
や
体

験
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を

三
つ
ま
で
あ
げ
て
も
ら
っ
た

も
の
が
左
の
表
で
あ
る
。
１

位「
遺
跡
、史
跡
、文
化
財
、

寺
社
な
ど
の
見
学
」
と
２
位

「
平
和
学
習
」
が
３
年
間
変

わ
ら
ず
、
「
伝
統
的
町
並
み

見
学
」
「
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
」
「
自
然
・
野
外
活

動
体
験
」
「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
」
が
毎
回
上
位
に
き
て
い

る
が
、
そ
の
他
内
容
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
各
学
校

が
実
態
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま

に
重
点
を
置
い
た
活
動
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

　
か
つ
て
重
点
を
置
い
た
活

動
で
あ
っ
た
「
博
物
館
な
ど

の
見
学
」
や
「
美
術
館
な
ど

の
見
学
」
（
２
０
１
０
年
度

は
共
に
２
位
）
が
、
こ
こ
数

年
で
大
き
く
順
位
が
下
が
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て

「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」

「
産
業
遺
産
の
見
学
」
や

「
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
（
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
）
」

な
ど
が
上
位
に
上
が
っ
て
き

て
い
る
。
「
職
場
訪
問
、
職

場
体
験
」
「
学
校
見
学
（
大

学
、
専
門
学
校
な
ど
）
」
な

ど
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

重
点
に
置
く
学
校
も
多
く
あ

る
。
前
々
回
か
ら
「
防
災
・

震
災
学
習
」
を
項
目
に
あ
げ

た
が
今
回

位
、

件
で
あ

っ
た
。

　
海
外
の
学
校
や
教
育
関
係

者
の
訪
日
教
育
旅
行
で
大
阪

の
受
け
入
れ
校
を
マ
ッ
チ
ン

グ
し
、
大
阪
で
の
学
校
交
流

や
教
育
視
察
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
し
て
い
る
大
阪
観
光

局
。
海
外
の
学
校
か
ら
大
阪

府
教
育
庁
や
大
阪
市
教
育
委

員
会
な
ど
に
届
く
依
頼
に
つ

い
て
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。

　
大
阪
観
光
局
の
教
育
旅
行

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
牧
野

輝
彦
氏
は
「
訪
日
教
育
旅
行

の
誘
致
は
観
光
の
観
点
か
ら

将
来
の
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
が

重
要
な
意
義
を
持
つ
。
学
校

交
流
は
教
育
的
意
義
と
し
て

青
少
年
の
国
際
的
視
野
の
拡

大
を
促
す
と
と
も
に
、
青
少

年
同
士
の
熱
い
交
流
が
相
互

の
友
好
を
結
び
、
国
際
親
善

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
」
と
意
義
を
語
る
。

　
大
阪
観
光
局
で
は
、
学
校

交
流
の
依
頼
が
増
え
始
め
た

２
０
０
６
年
度
か
ら
、
教
育

現
場
を
熟
知
す
る
校
長
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
置
い
て
、
円
滑
な
学
校
交

流
を
推
進
し
て
い
る
。
学
校

交
流
の
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
よ

っ
て
、
依
頼
者
と
受
け
入
れ

校
の
信
頼
を
得
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。

　
交
流
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ

る
と
、希
望
内
容
を
把
握
し
、

マ
ッ
チ
す
る
受
け
入
れ
校
を

探
す
。
高
校
や
私
立
の
学
校

に
は
直
接
校
長
に
連
絡
を
取

り
、
公
立
の
小
中
学
校
に
は

市
町
村
教
育
委
員
会
に
連
絡

を
取
っ
て
調
整
す
る
。

　
受
け
入
れ
が
決
ま
っ
た
学

校
に
対
し
て
は
、
訪
問
校
と

の
交
流
内
容
な
ど
に
つ
い
て

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
実

施
。
初
め
て
海
外
か
ら
の
学

校
と
交
流
す
る
学
校
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
元
に
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
行

う
。
交
流
日
に
は
付
き
添
い

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

　
大
阪
観
光
局
は
、
歓
迎
式

で
使
用
す
る
記
念
品
や
大
阪

グ
ッ
ズ
の
提
供
、
交
流
費
の

現
金
補
助
も
行
っ
て
い
る
。

　
大
阪
で
は
訪
日
教
育
旅
行

が
急
増
。

年
度
は
地
震
や

台
風
の
影
響
に
よ
る
中
止
も

あ
っ
た
が
昨
年
度
よ
り

団

体
増
え
、
過
去
最
高
の
２
１

９
団
体
を
受
け
入
れ
た
。
今

後
も
こ
の
傾
向
は
続
き
、
特

に
小
学
生
な
ど
若
年
層
の
訪

日
教
育
旅
行
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。

　
「
海
外
か
ら
の
教
育
旅
行

は
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
の

国
際
性
育
成
に
大
き
な
契
機

と
な
る
。
大
阪
で
は
海
外
か

ら
の
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
」

（
牧
野
氏
）
。




